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ダイズ(大豆)の話
緒言 : 本誌農家作 りの 1959年2月-'｡,-(通巻第

39号)に ｢大王1-_栽培の重要性｣について簡単に書 い

たことがある.大豆に靴いてはFlヒfiから特 に関心 を持

,てllL,'･り､そしてその研究の途 1二であって､jiだ縮め

ている訳ではないが､いくらかのX･Ll兄を加Ⅰえることが

できたので､たとえ不充分ではあー,ても､いくL,かの

参考になればと思 って､大体のJJFLを追 うて､少 しく細

めて井いて見 ることにLた｡

今度 は性状 ､来歴､川遠について述べ,.i,I.椎 ､生産

適地 と分イJi､栽矧 弟J係等については後Uの機会に述べ

ることにする｡

位井上､否人類 の生存上人,iが如何に正賓 な作物で

あるか､人類 に対 してその効川が如lHJ程大 きくて､そ

れは我 々の想像い上のものであることをよく挫解 Lて

もらえると思 う｡そして他作物との輪作や間作､混作

にもよく耶入れてもらい､地ノコの継持増進 を計 り､大

Sj.Jl座 と併せて他作物の豊作 をもたらし､もって人間

や家畜の栄養 を良 くして､豊かで1榊.7.な生活 を営 んで

もL,いたいと念願する次第である.

1､大豆の性状

大豆は別 に味噌豆､枝豆 ､畦豆 とも,与われ､学名は

C1ycine Max Merr111､米英では So.ybean､ Soya

bean､So)a､StockPea､ JapanPea､ Coffeebean

等の名で呼 ばれている.一年生の草木でふll種 は育成種

も含めると2,000を越 えると思 われる.品種や生

育の良否 によって異 るが､茎は沖縄の大豆の如 き楼小

椎の30糎位のものから､満洲系大豆や米産国産大豆 ,

L]本の秋大豆の如 く直立 して 1米内外に伸 びるのが多

く､尚 1米半 を越 えて2米に達するのも珍 しくはなし､｡

又沖純 の F大豆 (苛性の 宮 播 大 9.､八重山や伊是名

に少 し残 っていたが絶滅 Lつ ､ある)の如 く苛性の大

豆 も多 く､2､3株 でいて l坪 を雁 うてしまうのも在

来種や緑肥飼料系統の大豆に多い｡而 して正常の時期

に播 いて直立性のものでも播種期 を変 えると毒性 とな

り茎葉従長するのがあり､又iF_rip,'な時期に播 いても密

帖 ､多肥､日照不足 などで電化 し易い品種 もある｡根

には多 くの根癌菌が附著 して空中窒素 を固定 し､更 に

その跡地に窒素肥料 を残留 させるので窒素肥料の節約

ができると共に地力を増進 させることになる｡葉は長

(4)

(性状･来歴･用途)
日柄 を有 し'.tL,I:適3枚の小輩からなっているが､7メリ

カの晩生種 には5-6枚の′ト柴を持っているのがあるO

茎､糞､炎に子炎恥又は｢l色の毛ii二を柁 -,ているが洋適

であるが､日本の裸系統の品稚 にはもij二が無 い｡毛茸

の石軌 よ雷虫の加害 と関係があるO花は頻脈又は枝端

に密生 して総状 を呈する. 一一つの花は′ト形の掛 汐花で

あるO教化から数十花が群生するが約兆するのは少数

である.花の色は赤紫 ､紫､lJ17芦でdll-相律イTの色を持

っているが､同一品種 と呼ばれているもののr卜にも､

八屯山の小浜純や日本の赤苑の:]llく｢1や紫の花色 を持

つのがある (｢】花の株 も､紫花の株 もある)｡花粉は

榊花前に※から放出されるのでfJJ家授相が多 く行はれ

る｡大豆の生育 口数は様 々で90日前後のものから6

ケ月に及ぶのがある｡生育 E]数は播稚Il､tl#]によっても

興 る.子実の色は黄､緑 ､黒､恥､赤恥など色々とあ

る｡粒の大 きさは品種 によって異 るし､産地によって

も興 る.概 して云 えば大粒椎は｣b婆系統のものに多 く､

小粒種は南部地方産のものに多い.人融 二は蛋｢Ⅰ質3

0-400/O､脂肪 18-22%､含水炭素22-29

% ､JjZ分4.5-5.0%が含まil_ているが､蛋白質

の特に多いのは蛋白大豆､脂肪の特 に多いのは脂肪 (

用)大豆 と云はれ､それぞれ適するJlj速に向けL,れる.



多く蛋｢1含虫は劣るようであり､神経 も含めて九州産

の宮大豆 (春播いて夏収樺する)は蛋白含量は多いが

脂Ju)一合立で第る傾向にある.

人17'_は一般に短日植物といわれているが必ず しもそ

うではない｡品種によって艮 日下で開花結実するのが

ある.沖縄の蒋通の大豆_､例 えば帯 ヒグー､低アンダ

ー･の如 きも ｢lL 春播いて初夏 (5月頃収穫 )とれる

し､日本の宮大豆は4､5月播いて7､8月頃収穫す

るが､これL,は良口下でよく開花結実する例である｡

播種適期 と生育状況tIより夏大豆型 (春播いて夏収穫

できる)､秋大豆型 (夏播いて秋に収稽できる)､中

間型 (抑夏播いて柳秋に収機 される)に生態型が分け

られている.

而 して品種によっては春楢でも夏楢でも良い収穫 を

もたらす大豆 もある｡沖純の苦 ヒグー､低アンダー､

又日本の優良品種であるコガネダイズ､白菜一号等は

白良に鈍感で､適応性がム(､春播でも夏楢でも良い

成綿 を上げることができる｡帯 ヒグーと低アンダー､

小浜種 を1962年に矧判で春 と夏に播いて見たが何

れのけ封凱 二も良い成績 を示 していた.琉大の試験場で

もit)上の成績が出ている｡

台湾に於いては､春､夏､秋の播種期があるので､

それぞれのロ耕肌二通する大豆の品種 を川いれば､琉球

に於 いても春､夏､秋 と牛二_回播種が可能である.筆

者は内外の大豆品種 を約 180品種保存 しているが､

その中には 1株から非の数 2210､子実重 343グ

ラム即 ち1株から約 3合の子実を生産する晩生型､

半苛性品種 (】株で約+上平を雁 う)のようなのも含ま

れている｡その他茎長 1米内外に直立 し多数の分枝 を

生 じて尖張 り1株当 り3､4合の収益のある品種等 も

ある (米国系､溝洲系)｡これらを周年播種 して試験

を行いつ あゝるので後日それらの結果 を発表 したいと

,uLll､つている｡

2､ダイズの来歴

人豆の原種はツルマメ (ノマメ)(GllClneSoJaSled

であるといわれている｡ツルマメは束並の温帯に分布

し､日本の山野にも自生 している｡その茎は細 く蔓に

ち-,て他物(:巻 きつき全体が小形で､小葉は細 く､花

火､種子 も′J､形であるo大豆は東亜の原産で､中国で

は3,OO0年Ll)上も前にツルマメを栽培化 したものと

いわれ､日本へ伝 わったのも極めて古いがその時代は

詳かでない｡琉球 に於 いても天孫氏の昔から五殻の一

つとして栽培 されていたとし､われてし､る｡

大豆の栽培は乏 しい期間に亘 り東洋 に限 られ､ヨー

ロノバでは 18世紀納め､アメリカでは 19世紀納め

になってからようや く栽培が始められた｡東亜地域 (

中国､日本､朝鮮､ジャワ等)はかって世界大豆全産

額の90%を占めて､約1,200万頓 を生産 していた

が､現在では米国が粒界第一の大豆生産箆であり､遥

かに満洲 を凌いでいる｡

大豆は食用､各種工業原料 として､又地力の維持増

進のための作物として､その重要性は高 く評価 されて

いるので､国連FAOでは特に取上げてその栽培ITl'=及

と試験研究に力を入れてし,る｡そして最近では東欧､

アフリカ､中､南米等でもその栽培が急激に盛んにな

っている｡昔 から大豆や大豆製品を多 く愛用 している

琉球に於いて､最近 になって著 しく生産 を減 じている

ことは､甘庶 ブームのためとはいえ､色 々な意味で深

く考えなくてはならぬ問題であると思 う｡

現在世界に於 ける数多の大豆生産国の中で､大豆に

関する品種改良や栽培技術の研究は米国と日本に於 い

て特に盛 んである｡

3､ダイズの用途

大豆の用途は食LH､工業用として極めて広 い.子実

は蛋ILげiと脂肪 に富み､且つビタミン頬 も多 く含んで

し､るので米､麦､甘藷等に欠けているこれらの成分補

10ページの左欄 に続 く
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5ページの続 き

給好適 している｡大豆は識者によって畑の肉と言われ

れてその栄養分の高さを昔から認め られてし､たし､琉

球でも昔から重要されて､住民の保健上､甘藷や豚脂

と共に大きな役割 を果 してきた｡

大豆の成分は品種 と産地により異 るが､前述の如 く

蛋白質30-45%､脂肪 18-22%､炭水化物2

2-29%､灰分4.5-5.0%であり､合有 ビタ

ミンとしてはA､Bl.B2.C.D.Eが知 られ､Cは

特にモヤシに多い｡現在 日本では品種改良の目標 とし

て蛋白質48% (蛋白大豆)､脂肪 25% (脂肪大豆)

の大豆の品種育成に努力中である｡

食用としてはそのま 枝ゝ豆､煮豆 として用いられる

外モヤシとして用い｡又加工 して味噌､醤油､豆腐､

納豆､豆粉､菓子､食用油等 を造 る｡大豆油はそのま

ま食川､燈用､研磨用に用いられるが更に精製 してサ

ラダ油､天プラ油､マーガリン (人造バター)､代用

ラー ドを始め塗料､印刷用インキ､洗濯や工業用の石

鹸等に用いられ､脂肪成分の一種であるレシチンは菓

子､チョコレー ト､ココアに入れて舌 ざわりを良 くし

又薬品 (高血圧降下剤等)､乳剤原料､紡織染色料等

にもなる｡蛋白質はグリシニンを主 とし､人体の栄養

に必要なアミノ酸の殆んどすべてを含んでいるといわ

れている｡油をとった粕を脱脂大豆 (大豆柏)とい､

蛋白が豊富であるので飼料､肥料とする外､加工 して

味噌､醤油､菓子類､腸詰原料等に用いられる｡青刈

大豆は生量の0.57%の窒素､0.67%の加里を

含み､燐酸､マグネシウム､カルシウムにも富んでい

るので生では飼料､緑肥､埋蔵飼料 となり､乾物は飼

料､人造繊維材料に用いられる.一つの作物で以てこ

れ程用途が広 く､且つ効用の大きい作物は大豆以外に

見当らか ､｡ (新 垣 真 保)
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